
 
   

  マンスリーレポート 

ＭＨＡＭ ＵＳインカムオープン毎月決算コース（為替ヘッジなし）  2025年12月30日基準 

   

追加型投信／海外／債券 
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数化して

います。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので

あり、実際の基準価額とは異なります。 

 

 
 

期 決算日 分配金（円） 
第277期 2025/01/10 30 

第278期 2025/02/10 30 

第279期 2025/03/10 30 

第280期 2025/04/10 30 

第281期 2025/05/12 30 

第282期 2025/06/10 30 

   
 

期 決算日 分配金（円） 
第283期 2025/07/10 30 

第284期 2025/08/12 30 

第285期 2025/09/10 30 

第286期 2025/10/10 30 

第287期 2025/11/10 30 

第288期 2025/12/10 30 

設定来累計分配金 10,690 
 

 

※分配金は、1万口当たりの金額です。 
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するも

のではありません。 
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 当月末 前月末 

基準価額（円） 12,572 12,510 

純資産総額（百万円） 4,263 4,259 

※基準価額は、1万口当たり。 

 基準価額(円) 基準日 

設定来高値 12,575 2025/12/22 

設定来安値 5,428 2008/12/18 

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示して

います。 
 

 
 

  1ヵ月 0.7 

3ヵ月 7.0 

6ヵ月 12.9 

1年 6.3 

3年 40.0 

5年 55.7 

10年 107.6 

設定来 323.4 

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出し

ていますので、実際の投資家利回りとは異なります。 
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来

の騰落率については、設定当初の投資元本を基に計算してい

ます。 

 
 

  最終利回り(%) 0.37 

直接利回り(%) 5.12 

※最終利回りは保有する債券の最終利回りを、直接利回りは

保有する債券のクーポンを時価で除した値を、各々債券ポー

トフォリオ中の各銘柄の時価評価額で加重平均したもので

す。原則として、デフォルトしている銘柄は計算対象から除外

しています。 
※CBを組入れた場合、CBを発行する企業の株価上昇に伴う

CB価格の上昇により、CBの最終利回りがマイナスとなる場

合があり、当ファンドの最終利回りおよび直接利回りがマイナ

スになることがあります。 
※将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 

 

基準価額・純資産総額

騰落率(税引前分配金再投資) (%)

ポートフォリオの状況

  
運用実績の推移 （設定日：2001年12月3日） 
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債券現物 96.2 

株式等現物 0.0 

現金等 3.8 

合計 100.0 

  
債券先物 - 

債券実質組入（現物＋先物） 96.2 

※組入比率は、純資産総額に対する実質的な割合です。 
※現金等の中には未払金等が含まれるため、比率が一時的にマイナスとな

る場合があります。 
 

 
   高格付け債 44.8 

ハイイールド債 40.0 

株式関連債等 11.4 

現金等 3.8 

※組入比率は、純資産総額に対する実質的な割合です。 
※株式関連債等は転換社債、優先株、新株予約権証券および普通株等に

よって構成されます。 
 

 

ポートフォリオ構成 (%)



 
   

  マンスリーレポート 

ＭＨＡＭ ＵＳインカムオープン毎月決算コース（為替ヘッジなし）  2025年12月30日基準 

   

 

 

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 

3/15 
 

ＬＡ ＵＳインカムマザーファンドの状況 

 

 
 

残存年数 組入比率 

1年未満 3.8 

1年以上3年未満 22.0 

3年以上5年未満 24.6 

5年以上7年未満 17.1 

7年以上10年未満 19.6 

10年以上 12.9 

合計 100.0 

 

 

  修正デュレーション(年) 5.0 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※修正デュレーションは、債券価格の金利変動に対する感応度を示す指標

です。この値が大きいほど、金利が変化した際の債券の価格変動が大きく

なります。 
 

残存期間別組入比率 (%)
 

 

格付け 組入比率 

AAA - 

AA 7.2 

A 7.4 

BBB 32.0 

BB 23.3 

B 17.8 

CCC 2.8 

CC - 

C - 

D - 

格付けなし 9.5 

合計 100.0 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※格付けについては、格付機関（S&PおよびMoody's）による格付けの下

位のものを採用しています。（表記方法はS&Pに準拠） 
 

格付別組入比率 (%)
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1 
1 dummy 

 
銘柄 クーポン(%) 償還日 格付け 終利(%) 

修正 

デュレーション 
組入比率(%) 

1 米国国債 4.625 2044/11/15 AA+ 4.73 12.4 2.9 

2 米国国債 4.750 2053/11/15 AA+ 4.81 15.2 1.7 

3 バカルディ 2.750 2026/07/15 BBB- 4.35 0.5 0.8 

4 
オーストラリア・ニュージーランド・バ

ンキング・グループ 
6.742 2032/12/08 A- 4.85 5.6 0.6 

5 ドイツ銀行 7.079 2034/02/10 BBB- 5.50 6.1 0.6 

 高格付債全体の平均 5.124 - BBB+ 4.88 6.5 - 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※格付けについては、格付機関（S&P、Moody's）による格付けの低位のものを採用しています。（表記方法はS&Pに準拠） 
※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。 

 

 

 
 

 銘柄 銘柄概要 

1 バカルディ 
蒸留酒メーカー。ラム、スコッチウィスキー、ウォッカ、ジン、テキーラ、ベルモットを製造す

る。世界各地で事業を展開。 

2 オーストラリア・ニュージーランド・バンキング・グループ 
機関向けおよび個人向けのバンキング業務、モバイル融資、住宅・商業仲介、銀行口座、クレ

ジットカード、住宅ローン、個人ローン、資産運用、保険サービスを手掛ける。世界各地で事

業を展開。 

3 ドイツ銀行 
銀行。消費者ロー ン、住宅ローン、外国為替、証券引受、貿易金融、仲介、資産管理、保険、

プライベートバンキングの各サービスを提供する。世界各地で事業を展開。 

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。 

高格付け債の組入上位5銘柄 （組入銘柄数 208）

高格付け債(社債)の組入上位3銘柄の概要
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1 
1 dummy 

 
銘柄 クーポン(%) 償還日 格付け 終利(%) 

修正 

デュレーション 
組入比率(%) 

1 フォード・モーター・クレジット 4.000 2030/11/13 BB+ 5.26 4.3 1.0 

2 AGイシュアー 6.250 2028/03/01 B 5.80 2.0 0.7 

3 アルコア・ネダーランド・ホールディング 7.125 2031/03/15 BB 5.69 4.3 0.5 

4 ジェンマブ 7.250 2033/12/15 B+ 6.40 6.0 0.5 

5 カルパイン 5.000 2031/02/01 B 4.61 4.4 0.5 

 ハイイールド債全体の平均 6.307 - B+ 6.09 4.0 - 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※格付けについては、格付機関（S&P、Moody's）による格付けの低位のものを採用しています。（表記方法はS&Pに準拠） 
※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。 

 

 

 
 

 銘柄 銘柄概要 

1 フォード・モーター・クレジット 
小売割賦販売、リース契約、直接金融を一般消費者、政府機関、企業に提供する自動車金

融サービス会社。 

2 AGイシュアー 富裕層向けの資産管理サービス等を手掛ける金融サービス会社。 

3 アルコア・ネダーランド・ホールディング 
金属製品メーカー。子会社を通じて、アルミニウム、ボーキサイト、アルミナ製品を製造す

る。世界各地で事業を展開。 

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。 

ハイイールド債の組入上位5銘柄 （組入銘柄数 242）

ハイイールド債の組入上位3銘柄の概要
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1 
1 dummy 

 銘柄 クーポン(%) 償還日 組入比率(%) 

1 スティルウォーター・マイニング 4.250 2028/11/28 1.5 

2 センチュリー・アルミニウム 2.750 2028/05/01 1.3 

3 アドバンストエナジーインダストリーズ 2.500 2028/09/15 1.1 

4 セムテック 1.625 2027/11/01 1.1 

5 ガーダントヘルス 1.250 2031/02/15 1.0 

 株式関連債全体の平均 2.152 - - 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。 
 

 
 

 銘柄 銘柄概要 

1 スティルウォーター・マイニング 
鉱業・金属加工会社。プラチナ、パラジウム、ロジウム、金のほか、イリジウムなどの白金族

元素や、副産物としてクロム、銅なども製造する。世界各地で事業を展開。 

2 センチュリー・アルミニウム 
世界各地でボーキサイト、アルミナ、一次アルミニウムなどを生産する非鉄金属メーカー。

米国（ケンタッキー州、サウスカロライナ州）およびアイスランドでアルミニウム還元施設の

ほか、ジャマイカでボーキサイト鉱山やアルミナ精製所の運営を手掛ける。 

3 アドバンストエナジーインダストリーズ 
精密機器メーカー。精密な電力変換、測定、および制御ソリューションを提供する。製造工

程から測定まで幅広い用途に合わせてさまざまな形に電力を変換するための電力変換製

品・ソリューションを設計、製造、販売、およびサポートする。 

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。 

株式関連債等の組入上位5銘柄 （組入銘柄数 13）

株式関連債等の組入上位3銘柄の概要
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※当資料中の各数値については、表示桁未満の数値がある場合、原則、四捨五入して表示しています。 
※当資料中の各数値等は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 
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マーケット動向とファンドの動き

■投資環境 

12月は、ハイイールド債市場及び株式関連債市場が上昇した

一方、高格付け債市場は小幅に下落しました。 

ハイイールド債市場は、上旬はFOMC（米連邦公開市場委員

会）を控える中、利下げ期待を背景にリスク選好姿勢が高まっ

たことから上昇しました。中旬以降は米物価指標が下ぶれた

ことなどを受け更なる利下げ観測の高まりから上昇しました。

高格付け債市場は、上旬はFRB（米連邦準備理事会）が12月

にタカ派的な利下げを実施するとの見方から金利の上昇につ

れ下落しましたが、その後は米物価指標が下ぶれたことなど

を受け下落幅を縮小しました。 

米ドルは、対円で概ね横ばいとなりました。上旬は日銀総裁が

12月の会合での利上げを強く示唆したことや米国での利下げ

などを受け下落しましたが、その後は日銀が利上げを実施し

たものの、今後の方針への不透明感などから上昇しました。 

 

■運用概況 

資産配分については、高格付け債、ハイイールド債を中心とし

たポートフォリオを維持しました。高格付け債については、社

債を選好して組み入れました。 

 

 
 

 

今後のマーケット見通しと今後の運用方針

■今後の運用方針 

米国景気は、関税政策の影響が本格化する中で、一時的に停

滞することが予想される一方で、FRBは今後の金融政策につ

いては物価の安定や雇用の最大化等を意識して慎重に運営し

ていくものとみています。引き続き、トランプ政権による輸入関

税や移民政策、FRBの金融政策などの動向が注目されます。

なお、信用環境の引き締まりや労働市場の悪化等の兆候など

は注視してまいります。 

資産配分については、高格付け債およびハイイールド債を中

心としたポートフォリオとし、高格付け債については、社債の

割合を高めに維持する方針です。株式関連債については、利

回りを重視しつつも、株価との連動性についても意識した銘

柄選択を実施します。 

個別銘柄選択においては、発行会社の有する手元流動性、経

営陣の質、実物資産の価値を重視します。 

 

※マーケット動向とファンドの動きは、過去の実績であり将来の運用成果等をお約束するものではありません。また、見通しと運用方針は、作成時点のものであ

り、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。 
 

 

 

 

 



  

  

 
 

主として、米国の国債、アセットバック証券等の高格付け債や転換社債等の株式関連債およびハイイールド債に投

資し、信託財産の中・⾧期的な成⾧を目指します。 
 

１． 主として、米国の債券市場３セクター（高格付け債・株式関連債・ハイイールド債）に分散投資します。 
●  当ファンドは「ＬＡ ＵＳインカムマザーファンド」をマザーファンドとするファミリーファンド方式で運用を行います。 

●  外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

 

２． 様々な景気・金利局面により、それぞれ異なる動きをする３つのセクターを効果的に組み合わせ、安定的なリタ

ーンの確保を目指します。 
●  マクロ経済分析・景気サイクル局面分析等を通じて経済の大きなトレンドを捉え、様々な景気・金利局面に応じて米国の債券市場３セ

クターの相対価値を判断し、これらを効果的に組み合わせることで信託財産の中⾧期的な成⾧を目指します。 

 

３． マザーファンドの運用は、ロード・アベット社が行います。 
●  運用の効率化を図るため、マザーファンドにおける運用指図に関する権限をロード・アベット社に委託します。 

 

４． 毎月10日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則として利子・配当等収益等を中心に分配を行いま

す。 

（分配方針） 
●  分配対象額の範囲は、繰越分を含めた利子・配当収入および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。 

●  収益分配金額は、分配原資の範囲内で委託会社が決定するものとし、原則として配当等収益等を中心に分配を行います。ただし、基

準価額水準によっては、売買益等が中心となる場合があります。 

●  収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づき運用を行います。 

※ 将来の収益分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります。 

(円)ファンドの特色
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当ファンドは、値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、ファンドの基準価額は変動します。

これらの運用による損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本は保証されているものではな

く、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。 

また、投資信託は預貯金と異なります。 

なお、基準価額の変動要因は、下記に限定されるものではありません。 
 

● 金利変動リスク 

一般に金利が上昇した場合には、既に発行されて流通している

公社債の価格は下落します。金利上昇は、当ファンドが投資す

る公社債の価格に影響を及ぼし、当ファンドの基準価額を下落

させる要因となります。 

● 株価変動リスク 

転換社債等の株式関連債は、一般的に不況からの回復局面で

は、企業収益の回復によりその価値が増加し、景気後退局面で

は企業収益の悪化によりその価値が減少します。また、発行体

の株価の変動により価格が変動することや、株式市場全体の相

場変動によって価格が変動することがあります。株式への投資

を行っている場合には、投資する企業の株価の下落は、当ファ

ンドの基準価額を下落させる要因となります。 

● 信用リスク 

当ファンドが投資する公社債等の発行体が、財政難、経営不

振、その他の理由により、利息や償還金をあらかじめ決められ

た条件で支払うことができなくなった場合、またはその可能性

が高まった場合（当ファンドが投資対象とする公社債のうち、ハ

イイールド債は、信用度が高い高格付けの債券と比較して、発

行体の業績や財務内容等の変化により債券価格が大きく変動

する傾向があり、かつ発行体がこうした状況に陥る可能性も高

いと考えられます。）には、当ファンドの基準価額が下落する要

因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 為替変動リスク 

当ファンドは、原則として為替ヘッジを行わないため、投資対象

通貨（主として米ドル）と円との外国為替相場が円高となった場

合には、当ファンドの基準価額が下落する要因となります。 

● 流動性リスク 

規模が小さい市場での売買や、取引量の少ない有価証券の売

買にあたっては、有価証券を希望する時期に、希望する価格で

売却（または購入）することができない可能性があり、当ファン

ドの基準価額が下落する要因となる可能性があります。 

● カントリーリスク 

当ファンドの投資先となっている国（地域）の政治・経済・社会・

国際関係等が不安定な状態、あるいは混乱した状態等に陥っ

た場合には、当ファンドの基準価額が下落する要因となる可能

性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(円)主な投資リスク
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(円)お申込みメモ

購入単位 販売会社が定める単位（当初元本1口＝1円） 

購入価額 
購入申込受付日の翌営業日の基準価額（基準価額

は1万口当たりで表示しています。） 

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。 

換金単位 販売会社が定める単位 

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額 

換金代金 
原則として換金申込受付日から起算して6営業日目

からお支払いします。 

申込締切時

間 

原則として営業日の午後3時30分までに販売会社

が受付けたものを当日分のお申込みとします。な

お、販売会社によっては異なる場合がありますの

で、詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

換金制限 
信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換

金請求等に制限を設ける場合があります。 

購入・換金

申込受付の

中止および

取消し 

購入申込総額が多額の場合の購入申込み、および

信託財産の効率的な運用が妨げられると委託会社

が合理的に判断する場合、証券取引所における取

引の停止、外国為替取引の停止、その他やむを得

ない事情があるときの購入・換金の申込みについて

は、お申込みの受付を中止すること、およびすでに

受付けたお申込みの受付を取り消すことがありま

す。 

 

信託期間 無期限（2001年12月３日設定） 

繰上償還 

次のいずれかに該当する場合には、受託会社と合

意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上

償還）することがあります。 

・ この信託契約を解約することが受益者のため有利

であると認めるとき。 

・ やむを得ない事情が発生したとき。 

決算日 毎月10日（休業日の場合は翌営業日） 

収益分配 

年12回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収

益分配を行います。 

※お申込コースには、「一般コース」と「自動けいぞ

く投資コース」があります。ただし、販売会社によ

っては、どちらか一方のみの取扱いとなる場合が

あります。詳細は販売会社までお問い合わせくだ

さい。 

課税関係 

課税上は株式投資信託として取り扱われます。 

原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時の

値上がり益および償還時の償還差益に対して課税

されます。 

公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たし

た場合に少額投資非課税制度（NISA）の適用対象

となります。 

当ファンドは、NISAの対象ではありません。 

※ 税法が改正された場合等には、上記内容が変更

となることがあります。 
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以下の手数料等の合計額、その上限額については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することができません。 

※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。 

● 投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

運用管理費用 

（信託報酬） 

ファン ドの 日々 の 純 資産 総 額に 対 し て年 率

1.815％(税抜1.65％) 

※信託報酬には、ＬＡ ＵＳインカムマザーファン

ドの運用指図に関する権限の委託を受けた投

資顧問会社（ロード・アベット社）に対する報酬

（当ファンドの信託財産の純資産総額に対して

年率0.375％）が含まれます。 

その他の費用・ 

手数料 

その他の費用・手数料として、お客様の保有期間

中、以下の費用等を信託財産からご負担いただ

きます。 

・組入有価証券等の売買の際に発生する売買委

託手数料 

・信託事務の処理に要する諸費用 

・外国での資産の保管等に要する費用 

・監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費

用   等 

※これらの費用等は、定期的に見直されるもの

や売買条件等により異なるものがあるため、

事前に料率・上限額等を示すことができませ

ん。 

● 投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 

購入申込金額（購入申込口数に購入価額を乗じ

た額）に、2.2％(税抜2.0％)を上限として、販売

会社が別に定める手数料率を乗じて得た額とな

ります。 

信託財産留保額 ありません。 

(円)ファンドの費用
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投資信託は、 
●預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保 
  険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会 
  社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にも 
  なりません。 

 

  
●購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもあり 
  ません。 
●投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありま 
  すが、これによる損失は購入者が負担することとなります。 

 

 
 

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用 
  資料です。 
●お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書 
  （交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断く 
  ださい。 
●投資信託は、株式や債券等の値動きのある有価証券（外貨建資 
  産には為替リスクもあります）に投資をしますので、市場環境、 
  組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額 
  は変動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証 
  されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、 
  投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損 
  益は全て投資者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預 
  貯金とは異なります。 

 

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判 
  断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、 
  正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載 
  データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するもので 
  はありません。 
●当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変 
  更される場合があります。 

   

委託会社およびファンドの関係法人 
＜委託会社＞アセットマネジメントOne株式会社 

＜委託会社＞金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号 

＜委託会社＞加入協会：一般社団法人投資信託協会 

＜委託会社＞加入協会：一般社団法人日本投資顧問業協会 

＜受託会社＞みずほ信託銀行株式会社 

＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください。 

 

 
  
  

 

 
 

委託会社の照会先 
アセットマネジメントOne株式会社 
コールセンター  0120-104-694 
            (受付時間：営業日の午前9時～午後5時） 
ホームページ   URL https://www.am-one.co.jp/ 

 

投資信託に関する留意点

当資料のお取扱いについてのご注意
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○印は協会への加入を意味します。 

2026年1月14日現在 

商号 登録番号等 
日本 
証券業 
協会 

一般社 
団法人 
日本投 
資顧問 
業協会 

一般社 
団法人 
金融先 
物取引 
業協会 

一般社 
団法人 
第二種 
金融商 
品取引 
業協会 

備考 

株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第2号 ○  ○   

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○  ○ ○  

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○   

株式会社スマートプラス 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3031号 ○ ○  ○  

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○  

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○ ○  

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○  

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○  ○   

株式会社みずほ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第6号 ○  ○ ○ ※1 
株式会社千葉興業銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第40号 ○    ※1 

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。 
また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。 
●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
＜備考欄について＞ 
※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。 
※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。 
※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。 
                                                                                   （原則、金融機関コード順） 

販売会社一覧
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以下は取次販売会社または金融商品仲介による販売会社です。 

○印は協会への加入を意味します。 

 2026年1月14日現在 

商号 登録番号等 
日本 
証券業 
協会 

一般社 
団法人 
日本投 
資顧問 
業協会 

一般社 
団法人 
金融先 
物取引 
業協会 

一般社 
団法人 
第二種 
金融商 
品取引 
業協会 

備考 

株式会社ＳＢＩ新生銀行（委託金融商品

取引業者 株式会社ＳＢＩ証券） 
登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○  ○   

株式会社イオン銀行（委託金融商品取

引業者 マネックス証券株式会社） 
登録金融機関 関東財務局長（登金）第633号 ○     

株式会社ＳＢＩ新生銀行（委託金融商品

取引業者 マネックス証券株式会社） 
登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○  ○   

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。 
また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。 
●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
＜備考欄について＞ 
※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。 
※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。 
※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。 
                                                                                   （原則、金融機関コード順） 

販売会社一覧



投資者（受益者）のファンドの購入価額によっては、分配金の一部ないし全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。
ファンド購入後の運用状況により、 分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

★A、 B、 Cのケースにおいては、 分配金受取額はすべて同額ですが、 基準価額の増減により、 投資信託の損益状況はそれぞれ異なった結果
となっています。 このように、 投資信託の収益については、 分配金だけに注目するのではなく、 「分配金の受取額」と「投資信託の基準価額
の増減額」 の合計額でご判断ください。

分配金額と基準価額の関係（イメージ）
分配金は、 分配方針に基づき、以下の分配対象額から支払われます。

上図のそれぞれのケースにおいて、 前期決算日から当期決算日まで保有した場合の損益を見ると、 次の通りとなります。

①配当等収益（経費控除後）　　　　②有価証券売買益・ 評価益（経費控除後）　　　　③分配準備積立金　　　　④収益調整金

計算期間中に発生した収益の中から支払われる場合 計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合

分配金100円

分配金100円
分配金100円

10,500円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 420円

＊420円
（③＋④）

10,300円

当期決算日
分配前

＊80円を
　 取崩し

10,400円
配当等収益
(①)20円
＊80円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,500円

10,450円

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 450円

＊450円

＊50円

（③＋④）

当期決算日
分配前

＊50円を
　 取崩し

期中収益
(①＋②)50円10,500円

10,550円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,500円

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,600円

当期決算日
分配前

期中収益
（①＋②）
100円

＜前期決算日から基準価額が上昇した場合＞ ＜前期決算日から基準価額が下落した場合＞

ケースA ケースB ケースC

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差 

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差 

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差

ケースB

ケースC

0円

▲50円

▲200円

＝

＝

＝

100円

50円

▲100円

※上記はイメージであり、 実際の分配金額や基準価額を示唆するものではないのでご留意ください。

分配金の一部が元本の一部払戻しに相当する場合

普通分配金普通分配金

元本払戻金
（特別分配金）

分配金支払後
基準価額

(個別元本)

※元本払戻金（特別分配
金）は実質的に元本の
一部払戻しとみなさ
れ、その金額だけ個別
元本が減少します。ま
た、元本払戻金（特別
分配金）部分は、非課
税扱いとなります。

投資者(受益者）
の購入価額

（当初個別元本)

元本払戻金
（特別分配金）

投資者(受益者）
の購入価額

（当初個別元本)
分配金支払後

基準価額

(個別元本)

（注）普通分配金に対する課税については、 投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

分配金

投資信託の純資産

投資信託の分配金は、 預貯金の利息とは異なり、
投資信託の純資産から支払われますので分配金
が支払われると、 その金額相当分、 基準価額は
下がります。 なお、 分配金の有無や金額は確定し
たものではありません。

分配金は、 計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益） を超えて支払われる場合があります。
その場合、 当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。
また、分配金の水準は、 必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

投資信託から分配金が
支払われるイメージ

基
準
価
額

収益分配金に関する留意事項

分配金の全部が元本の一部払戻しに相当する場合

ケースA

普 通 分 配 金 ：個別元本(投資者 （受益者）のファンドの購入価額)を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金（特別分配金） ： 個別元本を下回る部分からの分配金です。 分配後の投資者（受益者） の個別元本は、 元本払戻金 （特別分配金）

の額だけ減少します。

普 通 分 配 金 ：個別元本(投資者 （受益者）のファンドの購入価額)を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金（特別分配金） ： 個別元本を下回る部分からの分配金です。 分配後の投資者（受益者） の個別元本は、 元本払戻金 （特別分配金）

の額だけ減少します。

 
   

  マンスリーレポート 

ＭＨＡＭ ＵＳインカムオープン毎月決算コース（為替ヘッジなし）  2025年12月30日基準 

   

 

 

   
当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、 
投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。 
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。 

15/15 
 

 
 


